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P123b 大マゼラン雲における大質量原始星に付随する分子雲のALMA観測 (2)
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大マゼラン雲は我々に対してほぼ正面に向けている銀河であり、全体に渡って均質なサンプルを得ることが比較
的容易なため、大質量星の進化を統計的に探る上で非常に重要な天体である。我々は大マゼラン雲の全域で赤外線
(8µm)放射が最も明るい 50個程度の大質量原始星の観測を計画し、その大部分をALMA Cycle 5にて実行した
(PI: T., Onishi, 2017.1.00093.S)。現在までにBand 3帯の観測 (13CO(J = 1–0)等)の 12 m, 7 m arrayやBand 6
帯の観測 (12CO, 13CO, C18O(J = 2–1)等)のTP arrayのデータがデリバーされた。これまでの 12m+7m array
によって得られたデータの解析において、大マゼラン雲において最も活発な星形成領域である N159と比較して
同程度かそれ以上の規模の星形成が行われていると考えられる YSO-25の存在 (後藤他 2018年秋季年会)や原始
星に付随している分子雲が、(1)単一のフィラメント構造, (2)複数のフィラメントが絡まった構造, (3) (1,2)より
もクランピーな構造を持っているものの存在などが明らかになってきた。これらの構造を進化段階ごとに特徴付
けることを目的とし、TP Array (空間分解能∼7 pc)によって観測された 37個の大質量原始星の周辺の C18O(J
= 2–1)とH30αの有無についての調査を行った。その結果、どちらも検出されなかった天体が 20個、C18Oのみ
検出された天体が 10個、どちらも検出された天体が 6個、H30αのみ検出された天体が 1個であった。C18Oが
検出された天体が半数近く確認できたことから、105 cm−3程度の高密度ガスが付随する進化段階の初期段階のも
のが比較的多いことが伺える。これら C18O, H30αの検出に基づく分類は必ずしも高分解能でトレースされる分
子雲の構造と関連しているわけではなく、大質量星形成の初期状態の多様性を捉えている可能性がある。


